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宗 MUNAKATA 屑し 平成25年 10月 1 日火曜日

本殿横に建てられた「仮本殿」
※本殿と拝殿は既に足場が組まれ、約一年をかけての改修工事に次守浜掲預弱i。
来佳十二月迄は仮本殿へご参拝ください。

「
平
成
ノ
大
造
営
」
の
第
一
次
事
業
、
辺
津
宮
本
殿
及
び
拝
殿

あ
ら
い
き
よ
め
あ
わ
せ
き
よ
め
は
ら
い

の
修
復
を
前
に
、
八
月
二
十
九
日
に
仮
本
殿
の
洗
清
併
清
祓
と

し
ん
で
ん
さ
い

新
殿
祭
、
翌
三
十
日
夕
刻
に
は
御
祭
神
に
仮
本
殿
へ
御
遷
り
戴
く

か
り
で
ん
せ
ん
ざ
さ
い

仮
殿
遷
座
祭
が
そ
れ
ぞ
れ
滞
り
な
く
斎
行
さ
れ
た
。

仮
本
殿
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
七
月
五
日
の
地
鎮
祭
の
後
、

早
速
基
礎
工
事
が
始
め
ら
れ
、

事
前
に
刻
ま
れ
た
材
に
よ
っ
て

速
や
か
に
拝
殿
が
組
み
上
げ

ら
れ
た
。
八
月
に
入
る
と
石
垣

が
積
ま
れ
、
盆
明
け
に
は
周
囲

の
杜
の
植
栽
、
八
月
二
十
五
日

に
は
仮
本
殿
が
完
成
し
、
遷
座

の
準
備
が
万
端
整
っ
た
。

洗
清
併
清
祓

雨
が
断
続
的
に
降
り
続
く
、

八
月
二
十
九
日
午
前
十
一
時
、

仮
殿
遷
座
に
先
立
ち
殿
内
の

s

本
拝
殿
修
復
を
前
に

仮
の
お
住
ま
し‘
ク
）
S

, 

遷
座
祭
斎
行

傘
宗
像
ノ百
平
成
ノ
大
造
営

時
満
ち
て

道
ひ
ら
く

口
枷
直

和
の
大
造
営
」
か
ら
既
に
四
十
年
以
上
が
経

過
し
、
各
所
に
傷
み
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
「
平
成
の
大
造
営
」
の
第
一
次
計
画
、
辺

津
宮
本
殿
及
び
拝
殿
の
修
理
修
復
が
は
じ

ま
っ
た
了
造
営
に
伴
い
本
殿
隣
に
設
け
ら
れ

い
わ
く
ら

た
仮
本
殿
は
、
沖
津
宮
の
磐
座
祭
祀
、
高
宮

ひ
も
ろ
ぎ

の
神
離
祭
祀
を
意
識
し
て
造
ら
れ
た
。
岩
や

木
々
を
依
代
と
す
る
祭
祀
は
、
神
道
の
古
い

形
の
祭
り
と
さ
れ
、
古
代
祭
祀
と
い
わ
れ
る
。

そ
の
後
、
神
社
に
も
社
殿
が
設
け
ら
れ
る
こ

と
と
な
る
が
、
そ
れ
は
仏
教
の
影
響
に
よ
る

も
の
と
さ
れ
て
い
る
▼
全
国
に
は
約
ハ
万
の

神
社
が
あ
る
が
、
古
代
祭
祀
と
い
わ
れ
る
祭

場
を
今
も
維
持
存
続
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
殆

ど
な
い
。
そ
の
た
め
宗
像
大
社
は
貴
重
な
祭

場
を
残
す
全
国
で
も
珍
し
い
神
社
で
あ
る
上

に
、
そ
こ
で
祭
り
が
存
続
し
て
い
る
こ
と
は

極
め
て
稀
有
な
こ
と
で
あ
り
大
き
な
特
徴
で

も
あ
る
烹
右
や
木
々
に
神
々
が
宿
る
と
い
う

信
仰
は
自
然
崇
拝
と
さ
れ
、
そ
の
地
域
で
育

ま
れ
て
き
た
民
族
宗
教
に
多
く
み
ら
れ
る
。

た
だ
、
そ
の
後
、
一
神
教
が
広
ま
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
に
は
神
々

が
宿
る
と
い
う
多
神
教
は
世
界
中
で
減
少
し

て
ゆ
く
▼
全
て
の
宗
教
は
す
べ
か
ら
く
、
そ

の
時
代
々
の
影
響
を
受
け
て
変
化
す
る
が
、

宗
像
大
社
の
古
代
祭
祀
は
、
今
も
古
か
ら
の

神
々
へ
の
畏
怖
畏
敬
の
念
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
る
。
近
年
、
価
値
観
の
転
換
が
国
際
的
に

叫
ば
れ
て
い
る
が
、
古
代
祭
祀
は
人
類
が
こ

れ
か
ら
進
む
べ
き
道
に
い
ろ
ん
な
示
唆
を
与

え
て
く
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
（
敬
）

神具・装束・授与品

令井冷
装束店〒600-8503 京都市下京区油小路通六条上る

フリーダイヤル 0120-075-980

福岡店〒812-0068 福岡市東区社領1-12-10-401
フリーダイヤル 0120-055-092

授与品店〒601-8348 京都市南区吉祥院観音堂町23
フリーダイヤル 0120-075-820

木組の家 匠の技

煉式会社女江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元4丁目 1-20 電話(Qq4Q)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http:/ /www.munakata-taisha.or.jp/ 
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へ念称の殿気で 新い本務祓洗
のすえ四祭姫あ同殿清殿め一清
散る祝隅一神る日祭め． 、をと

`―1 ぃ供舌う r を二屋午 ら雨元意御以―-：］、建をと御滉『柱船後 れ儀清勺祓
武ゃ•必そふそ築懸百喜：イ了臭灸詞 だ廊の葦差

儀ば四玉；高神能、 霞雙津閲
礼次方＾向を遅建 道一権→
で r の建宮祀神物 が奉団宮仮
ぁ薙方物司る．を そ堕1司殿
る物位のがー屋司 れ が洗
鳴の除竣仮仮船る ぞ畠斎清
弦四を工本殿豊神 れ、主併

、 \、4 にの方祈を殿新宇々 祓仮を清
...................................................................................................................................................................................... 

伴出時小開座で以 仮座翌籠職宮 捧者建祝の倣
‘御絹雨き祭祓下翌殿祭日‘が司二げ等設詞方ぃ

ょ;:l: ]撃謡存 9 褥舎区舌〗蚤閾：百悶エt：塁 9 ;窯ば
音青まの奏°‘‘午 tつ殿清に全日 串関上い東
と年れ浄上宮本斎後 ：遷め参神、 を係、て一

：怠竺開虜嘉更冒品
の堤御な内本参に半
声灯一ヵ、は殿進列、
がをが、消の‘立高
響掲本午慧御仮°向
くげ殿後れ扉殿祓宮
な随を八、を遷舎司

.......................................................................... 

本 遷会復奏へか｀
殿仮 御·興上入、

｀：：日月9 貫：＇り宮の榊神ま拝上をし掲 た長． び列
行境鎮がのた殿に野て °が出参神が
わ内ま植神、か‘面建房 玉光列前筵
れのるえ威神設木積て写 串豊者で道
た高沖らを前け造みら真 を副代宮を
古宮ノれ象正ら校しれ 奉会表司進 I
代祭島、徴面れ倉た の り長のがみ
祭場や沖しに因造石自‘通 恙、平祝仮
祀で辺津てはるり垣然茎 無氏成詞本
を執津宮真大。のの石、 ＜子ノを殿

"

ｭ

当
日
早
旦
社
殿
を
装
飾
し
諸
具
を
弁
備
す

時
刻
、
斎
主
以
下
参
列
員
参
進
（
是
よ
り
先
手
水
の
儀
あ
り
）

次
に
、
斎
主
以
下
参
列
員
仮
殿
所
定
の
座
に
著
＜

次
に
、
所
役
神
殿
の
御
屋
根
を
開
く

次
に
、
修
祓

次
に
、
祭
員
神
殿
洗
清
の
儀

（
奉
仕
終
わ
り
て
、
洗
浄
用
具
を
撤
し
復
座
）

次
に
、
斎
主
奉
検

次
に
、
所
役
神
殿
の
御
屋
根
を
閉
づ

次
に
、
新
殿
内
、
雨
儀
廊
、
筵
道
を
祓
ふ

次
に
、
各
退
出

当
日
早
旦
社
殿
を
装
飾
す

時
刻
、
宮
司
・
祭
員
以
下
参
列
員
参
進

（
是
よ
り
先
手
水
の
儀
あ
り
）

次
に
、
宮
司
・
祭
員
以
下
参
列
員
仮
殿
所
定
の
座
に
著
＜

次
に
、
一
同
一
礼

次
に
、
修
祓

次
に
、
神
撰
を
供
す
（
瓶
子
、
水
器
の
蓋
の
み
）

お
ん
ふ
き
だ
ま

次
に
、
新
殿
（
神
殿
）
の
四
隅
に
御
富
伎
玉
を
懸
＜

次
に
、
新
殿
の
四
隅
（
仮
拝
殿
を
含
め
る
）
に

米
・
酒
・
切
木
綿
を
撒
く

次
に
、
鳴
弦
を
行
ふ

辺
津
宮
仮
殿
遷
座
諸
神
事

式
次
第
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紡
彿
と
さ
せ
て
い
る
。
i

尚
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
i

る
辺
津
宮
の
本
殿
と
拝
殿
は
、
一
年
三
ヶ
i

月
を
か
け
た
改
修
に
入
り
、
来
年
十
ニ
―

月
に
は
本
殿
遷
座
祭
が
行
わ
れ
る
。
i

「
平
成
ノ
大
造
営
」
は
昨
年
二
月
に
第
一

二
期
復
興
期
成
会
（
出
光
昭
介
会
長
）
一

が
発
足
。
平
成
三
十
三
年
ま
で
三
ヵ
年
i

を
一
期
と
し
、
第
三
次
ま
で
九
年
を
か
一

け
て
、
当
大
社
を
構
成
す
る
沖
津
宮
（
沖
一

ノ
島
）
、
中
津
宮
（
大
島
）
、
総
社
で
あ
る
i

辺
津
宮
の
三
宮
各
社
殿
や
施
設
の
改
i

修
・
新
設
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
一

次
に
、
宮
司
巽
に
向
ひ
て
祝
詞
を
奏
す
（
此
の
間
諸
員
磐
折
）

次
に
、
宮
司
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼
（
祭
員
列
拝
）

次
に
、
参
列
者
代
表
（
弘
江
組
社
長
・
内
山
緑
地
建
設
代
表
）

玉
串
を
奉
り
て
拝
礼
（
他
参
列
者
列
拝
）

次
に
、
神
餓
を
撤
す
（
瓶
子
、
水
器
の
蓋
の
み
）

次
に
、
一
同
一
礼

次
に
、
各
退
出

当
日
早
旦
社
殿
を
装
飾
す

時
刻
、
宮
司
以
下
祭
員
参
進
（
是
よ
り
先
手
水
の
儀
あ
り
）

次
に
、
宮
司
以
下
祭
員
祓
舎
に
著
＜

次
に
、
修
祓

次
に
、
宮
司
以
下
祭
員
拝
殿
所
定
の
座
に
著
＜

次
に
、
宮
司
一
拝
（
諸
員
之
に
倣
ふ
）

次
に
、
宮
司
本
殿
の
御
扉
を
開
き
畢
り
て
側
に
候
す

（
此
の
間
警
躍
、
諸
員
平
伏
）

次
に
、
宮
司
祝
詞
を
奏
す

次
に
、
宮
司
殿
内
に
参
入
し
諸
員
各
其
の
位
置
に
列
立
す

次
に
、
遷
御
（
此
の
間
警
踵
）
午
後
八
時

几

次
に
、
入
御
（
此
の
間
警
躍
）

次
に
、
宮
司
祝
詞
を
奏
す
（
此
の
間
諸
員
磐
折
）

次
に
、
宮
司
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼
（
祭
員
列
拝
）

次
に
、
参
列
者
代
表
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼
（
他
参
列
者
列
拝
）

次
に
、
宮
司
一
拝
（
諸
員
之
に
倣
ふ
）

次
に
、
各
退
出



第632号（第三種郵便物許可毎月 1 日発行） 宗 MUNAKATA 材し 平成25年 10月 1 日火曜日 4
 

沖
津
宮
御
神
璽
迎
え

と 祈午以 神璽島ち
な一願後下前事をに‘+
る夜祭五神日がお鎮去月
--,明が時職の厳迎座る―
友け窟よ＝九粛えさ九日
栄当付り石月にすれ月の
丸日さ明が九意、るる十み
二早れ日大日付沖沖日あ
船朝たの島‘さ津津玄れ
長‘゜渡へ高れ宮宮海祭
・御 航渡向だ神の灘に

：·ぇ 上座安島宮迎御の先
} 野船 全し司 え神孤立

ニご；！＇長'贔’-五ょ し 五四…•`…•...•:…••;··．扇れ・・文扇…•印
尋置茫戸久薗羞ごミこ[、~•` •生中‘ 、['賃； [ ｧ ［喜:,〖
丸を祓御斎宮中 しはは天島の事支会事長沖時゜円祠腐ピ贔旦
ー下い神行本に到た無凪候港総‘所長奉以． 、
にりを璽さ殿て着゜事‘でを勢沖ょ‘賛下中高 迎臀｝巴面竺胄
奉御しをれに楔後 沖同ぁ出十中り宗会役両向 え御が長国祭
で喜象悶だ孟を直 属盆え追公悶闘鷹胃旦塁靡 畠雙襄円家御
- --,らし神御‘ち へ過が薄に翼國協仁宗賛以 備がらと目座
行友参、職祭沖に 到ぎ海曇て賛ー大八像会下 がつれ呼—船
は栄道御がが津海 着に上の大会理島郎大沖神 整け、ばのの
..................................................................................................................................................... 

あ御ーに迎御れれ 滞本同き着をと 再

そ悶岱函嚢醤倫習警贔盟碕轟皐整 9 畠癸 95
嘉合、息ば負喜儡古贔腐靡窟虐讐閾忘魯！
讐古棗靡髯悶塁五麿喜 9 贔盃よ繋主喜
れ さ宮上璽殿秋れ神斎上駐迎沖大碕一..
る強れ御神がに季だ迎行神在を津島ヵ）
ぉく、神幸中仮大 えさ幸 r lし宮港つ

〖：晨； [ ］口； 日［ ］『： : t:冒皮謬iこ
第
二
回 氏

子
会
臨
時
総
代
総
会
開
催

八
月
二
十
八
日
臨
時
氏
子
総
代
i
賛
金
の
配
布
・
収
集
方
法
等
が
説

総
会
が
置
鮎
会
長
以
下
評
議
員
・
ニ
明
さ
れ
た
。
評
議
員
・
総
代
か
ら

総
代
一
0

二
名
出
席
の
下
、
清
明
口
は
、
奉
賛
金
の
取
り
扱
い
等
の
質
問

殿
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
ほ
あ
っ
た
も
の
の
、
ご
理
解
も
頂
き

主
た
る
議
題
は
、
先
の
氏
子
評
二
承
認
さ
れ
た
。

議
員
会
に
て
承
認
さ
れ
た
「
平
成
ノ
i
前
回
の
造
営
事
業
で
も
、
氏
子

大
造
営
」
取
り
組
―
:
d
'

ヽ
，
の
皆
様
よ
り
、
多
く
の
御
奉

{
•
一

み
に
つ
い
て
で
あ
・
ー
、

1

賛
を
頂
い
た
。
造
営
事
業
だ

一
柑
．
ば
こ

M
』^
[
l

り
、
議
事
で
は
置
一
心
，
．
‘
，

9
9
.
-
`こ
ご
．
｀
．
け
で
は
な
く
、
様
々
な
祭

•-

鮎
会
長
が
議
長
事
・
行
事
も
氏
子
の
皆
様
に

に
選
出
さ
れ
、
造
ご
協
力
頂
き
行
わ
れ
て
い

営
事
業
を
十
ヵ
年
る
。
今
回
の
造
営
事
業
も
氏

[
 

か
け
て
行
う
こ
．
子
・
崇
敬
者
の
皆
様
と
一
体

と
を
説
明
、
次
に
と
な
り
、
無
事
に
御
造
営
の

氏
子
会
で
の
奉
終
了
を
迎
え
た
い
。

氏
子
会
総
代
総
会

九
月
十
八
日
、
本
年
度
第
二
回
こ
に
は
決
ま
ら
ず
、
後
日
選
出
後
に

目
と
な
る
氏
子
会
総
代
総
会
が
置
一
大
社
に
連
絡
を
頂
く
事
と
な
っ
た
。

鮎
会
長
以
下
九
十
名
出
席
の
下
、
二
奉
幣
使
は
祭
典
前
日
の
一
日
に
神

清
明
殿
に
て
開
催
さ
れ
た
。
一
社
に
て
斎
泊
い
た
だ
い
た
上
で
二

議
事
で
は
置
鮎
会
長
が
議
長
に
こ
目
祭
に
御
奉
仕
い
た
だ
く
。

選
出
さ
れ
、
秋
季
大
祭
を
中
心
と
一
秋
季
大
祭
斎
行
に
あ
た
り
、
氏

し
た
議
案
の
説
明
が
各
担
当
者
よ
一
子
の
皆
様
に
は
、
海
上
神
幸
に
始

り
あ
り
、
ほ
ぼ
原
案
通
り
に
承
認
：
ま
り
、
様
々
に
ご
協
力
頂
い
て
い

頂
い
た
。
：
る
。
宗
像
に
秋
を
告
げ
る
一
連
の

秋
季
大
祭
氏
子
奉
幣
使
に
お
い
：
祭
事
に
、
神
社
も
氏
子
の
皆
様
と

て
は
、
旧
津
屋
崎
地
区
の
選
出
で
[
-
丸
と
な
り
本
年
度
の
秋
季
大
祭

承
認
を
頂
い
た
も
の
の
、
総
会
中
：
を
迎
え
た
い
。
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平
成
二
十
五
年
度
亭
子
芸
員
実
習
開
催

去
る
八
月
十
九
日
か
ら
八
月
こ
楠
本
正
氏
こ
海
人
）
、
歴
史
学
（
河

二
十
九
日
ま
で
、
当
大
社
神
宝
館
一
窪
学
芸
員
二
古
文
書
）
な
ど
の
講

に
お
い
て
学
芸
員
実
習
が
行
わ
れ
一
義
や
、
刀
剣
手
入
れ
（
藤
川
宣
重

た
。
今
年
度
は
県
内
外
の
学
生
計
二
氏
）
、
学
芸
員
の
指
導
に
よ
る
拓
本

八
名
が
受
講
し
た
。
こ
採
り
や
展
示
替
え
作
業
な
ど
の
実

実
習
生
は
毎
朝
、
当
社
職
員
と
二
務
を
体
験
し
た
。
ま
た
、
宗
像
市

と
も
に
朝
拝
式
に
参
列
し
て
清
々
了
か
ら
行
政
の
文
化
財
保
護
へ
の
取

し
く
実
習
に
臨
ん
だ
。
初
日
は
、

□
り
組
み
に
つ
い
て
指
導
い
た
だ
い
た
。

当
大
社
の
概
要
、
神
宝
館
の
意
義
一
学
生
は
、
当
大
社
を
と
り
ま
く

と
活
動
に
つ
い
て
学
び
、
考
古
学
一
歴
史
を
見
つ
め
な
が
ら
、
文
化
財

（
福
嶋
学
芸
員
コ
沖
ノ
島
祭
祀
）
、
二
保
護
や
文
化
の
啓
発
・
継
承
に
携

民
俗
学
（
石
井
忠
氏
二
漂
着
物
、
了
わ
る
学
芸
員
の
責
務
や
本
質
に
迫
っ

て
い
っ
た
。
最
初
は
仕
事
が

多
岐
に
及
ぶ
こ
と
に
戸
惑
っ

9
魅
力
を
見
出
し
た
よ
う
で
あ
る
。

て
い
た
が
、
真
面
目
に
誠
実
丁
刀
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
了
し
た
学
生
の

に
実
習
を
消
化
す
る
中
で
、
二
表
情
に
は
、
学
芸
員
に
な
る
た
め
、

仕
事
の
意
義
や
や
り
が
い
に
i
一
層
の
努
力
を
す
る
と
い
う
決
意

が
見
受
け
ら
れ
た
。

特
別
公
開
展
「
歌
人
た
ち
の
競
演
」
を
終
え
て

s

宗
像
大
社
所
蔵
五
紐
の
三
十
六
歌
仙
図
扁
額
を
公
開
s

去
る
七
月
二
十
日
か
ら
八
月
ニ
―
十
九
面
公
開
。
光
之
が
貞
享
三
年

二
十
五
日
ま
で
、
当
大
社
神
宝
館
ニ
―
六
八
六
）
に
辺
津
宮
拝
殿
へ
奉
納

で
、
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
，
し
た
扁
額
も
前
・
後
期
合
せ
て
四

か
け
て
奉
納
さ
れ
た
五
組
の
二
回
公
開
。
光
之
の
重
臣
で
書
・
絵
・

三
十
六
歌
仙
図
扁
額
が
公
開
さ
れ
；
茶
道
に
精
通
し
た
文
化
人
と
し
て

た
。
扁
額
と
は
絵
が
描
か
れ
た
板
一
知
ら
れ
る
立
花
実
山
が
、
書
・
絵
と

額
の
こ
と
で
、
一
枚
の
板
に
三
十
六
一
も
に
描
き
、
元
禄
十
三
年

歌
仙
の
個
々
の
肖
像
画
と
代
表
歌
一
（
一
七

0
0
)に
大
島
中
津
宮
へ
奉
納

を
描
い
て
三
十
六
枚
で
一
組
を
な
一
し
た
扁
額
は
前
・
後
期
合
せ
て
八

す
も
の
で
あ
る
。
二
回
、
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
に
両

会
期
中
、
各
組
の
扁
額
は
前
期
、
こ
浦
氏
子
中
が
奉
納
し
た
扁
額
は
前
・

後
期
に
わ
け
て
一
堂
に
陳
列
さ
れ
一
後
期
合
せ
て
四
面
公
開
さ
れ
た
。

た
。
注
目
す
べ
き
は
、
天
正
年
間
一
扁
額
製
作
に
は
当
時
の
名
高
い

（
一
五
七
三
ー
一
五
九
一
）
に
宗
像
大

□
絵
師
と
書
家
が
携
り
、
優
美
と
趣

宮
司
氏
貞
が
辺
津
宮
へ
奉
納
し
た
一
を
表
現
し
た
。
荘
厳
豪
華
な
扁
額

と
伝
わ
る
最
古
の
扁
額
。
書
は
聖
こ
に
は
奉
納
者
の
篤
い
崇
敬
や
祈
り

護
院
道
澄
。
絵
は
狩
野
永
徳
も
し
口
か
込
め
ら
れ
て
い
る
。
当
代
の
信
仰

く
は
永
徳
の
息
子
の
光
信
と
見
解
一
の
あ
り
様
が
う
か
が
え
る
貴
重
な

が
わ
か
れ
る
。
狩
野
派
黎
明
期
の
一
作
品
群
を
周
知
し
た
今
回
の
公
開

数
少
な
い
作
例
の
一
っ
と
さ
れ
る
口
は
大
変
意
義
あ
る
も
の
と
な
っ
た
。

重
要
作
品
で
、
前
・
後
期

合
せ
て
四
面
公
開
し
た
。

ま
た
、
延
宝
八
年

（
一
六
八0
)に
福
岡
藩
主

黒
田
光
之
が
辺
津
宮
内

陣
へ
奉
納
し
た
扁
額
は
、

書
は
藤
原
基
時
、
絵
は
狩

野
安
信
で
、
全
期
通
し
て

0
0
.J
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延宝八年福岡藩主黒田光之奉納
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「宗像大社奉納刀剣展」開催

◆会期

◆時間

◆会場

◆拝観料

当大社では、御祭神へ奉納された刀剣の

特別公開をいたします。

篤い崇敬を物語る御神刀の数々。

皆様是非ご覧下さい。

平成25年 10月 26日（土）～ 11 月 24日（日）
午前9時～午後4時

宗像大社神宝館 1 階展示室

大人 500円

大学・高校生 300円

中・小学生 200円

*15名以上は 1 名に付100円引

※展示替え作業のため、

平成25年 10月 24 日、 25 日、 1 1 月 25 日、 26 日は、

館内の一部がご覧いただけない場合がございます。

どうぞご了承ください。

··じr-1 如■■
西日本菊花大会のこ案内
神郡宗像に菊の季節が到来しました。九州各県を中心

に、全国の菊花愛好家が丹精込めて作り上げた銘花約

三千鉢が、境内中に展示されます。この大会の最高賞は

内閣総理大臣賞、この他に大臣賞が十一本授与され、別名

「菊作り九州ナンバーワン決戦大会」とも呼ばれています。

期間中は、観菊者、七五三詣での家族連れなどで賑いま

す。また菊苗・菊鉢の販売、豪華景品が当たる『菊みくじ』、

宗像観光協会の運営する『いっぷく茶屋』なども開かれて

います。是非、御参拝下さいますよう御案内申し上げます。

◆会期

◆時間

◆会場
◆拝観料

平成25年 1 1 月 1 日（金）～22日（金）

終日 _ 一
-: 

宗像大社境内

無料
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（続）

公
＃

ぃ
·
·
ー
、

`
-
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-
「
常
陸
丸
」
を
ウ
ラ
ジ
オ
艦
隊
が
襲
i
ら
も
批
判
や
批
難
が
お
こ
っ
た
。

一
い
常
陸
丸
と
和
泉
丸
を
撃
沈
、
多
一
八
月
十
四
日
つ
い
に
朝
鮮
の
南

：
く
の
兵
員
が
失
わ
れ
た
。
撃
沈
さ
二
束
岸
、
蔚
山
沖
で
、
ウ
ラ
ジ
オ
艦
隊

丁
れ
た
常
陸
丸
の
将
兵
や
遺
品
が
遠
丁
を
発
見
、
日
本
側
四
艦
と
「
ロ
シ

]
賀
郡
芦
屋
浜
に
漂
着
し
た
。
（
常
陸
二
r

」
は
一
万
二
千
t
級
の
大
型
装
甲

丁
丸
殉
難
勇
士
之
碑
が
昭
和
十
八
年
こ
巡
洋
艦
で
激
し
い
砲
撃
戦
を
展
開
、

絵
馬
に
描
か
れ
た
常
磐
は
明
治
丁
十
五
e
m砲
十
四
門
を
登
載
、
イ
ギ
リ
ニ
ハ
月
建
立
、
浜
崎
海
岸
に
建
て
ら□
リ
ュ
ー
リ
ッ
ク
を
撃
沈
、
「
ロ
シ
ア
」
、

三
十
二
年
(
-
八
九
九
）
に
イ
ギ
リ
一
ス
艦
も
保
持
し
て
い
な
い
重
砲
装
[
れ
て
ぃ
る
)
二
＇
グ
ロ
ム
ポ
イ
」
に
は
多
大
の
損
害

ス
の
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
社
で
建
造
二
c

あ
っ
た
。
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
社
i
ウ
ラ
ジ
オ
艦
隊
は
神
出
鬼
没
で
、
：
を
与
え
た
。
撃
沈
さ
れ
た
リ
ュ
ー

さ
れ
た
。
浅
間
・
出
雲
・
磐
手
の
装
口
は
速
射
砲
の
メ
ー
カ
ー
と
し
て
も
丁
上
村
彦
之
丞
中
将
の
第
二
艦
隊
は
、
一
リ
ッ
ク
は
五
十
発
を
被
弾
し
て
い

甲
巡
洋
艦
も
同
社
製
で
あ
っ
た
。
一
知
ら
れ
る
。
日
清
戦
争
で
活
躍
し
一
出
雲
、
吾
妻
、
磐
手
、
常
磐
の
装
甲
：
る
。

浅
間
と
常
磐
は
二
本
煙
突
。
出
雲
丁
た
吉
野
、
高
千
穂
、
和
泉
も
同
社
こ
巡
洋
艦
で
索
敵
行
動
を
繰
り
返
し
一
こ
れ
ら
第
二
艦
隊
の
装
甲
巡
洋

と
磐
手
は
三
本
煙
突
で
あ
っ
た
。
一
製
で
あ
る
。
二
J
い
た
が
捕
促
で
き
ず
、
国
民
か

□
艦
は
日
本
海
戦
に
も
参
加
多
大
な

煙
突
が
二
本
は
、
艦
も
ス
マ
ー
ト
に
一
ロ
シ
ア
は
ロ
シ
ア
太
平
洋
艦
戦
果
を
あ
げ
て
い
る
。

見
え
、
絵
馬
の
常
磐
は
白
い
船
体
こ
隊
を
旅
順
に
お
き
、
装
甲
巡
そ
の
後
、
常
磐
は
大

の
せ
い
か
精
憚
さ
も
感
じ
ら
れ
る
。
口
洋
艦
「
ロ
シ
ア
」
「
グ
ロ
令
ホ
イ
」
正
十
一
年
(
-
九
二
二
）

常
磐
は
浅
間
と
同
形
艦
で
、
排
水
一
「
リ
ュ
ー
リ
ッ
ク
」
と
他
に
巡
敷
設
艦
と
し
て
改
装
さ

量
九
、
一
八
五
t
、
水
線
長
一
洋
艦
二
隻
を
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
れ
、
太
平
洋
戦
争
末
期

三
四
・
三
五
m
、
幅
二
十
・
四
八m
、
：
ク
に
配
置
し
た
が
、
こ
れ
が
に
は
潜
水
艦
の
侵
入
を

一
八
、
二
四
八
馬
力
、
速
力
丁
ワ
ラ
ジ
オ
艦
隊
で
あ
る
。
艦
防
ぐ
た
め
に
、
フ
ィ
リ

二
十
一
・
ニ
五
k
t
、
二
十Cm砲
四
門
二
隊
は
明
治
三
十
七
年
ピ
ン
北
方
や
沖
縄
、
対

（
一
九0
四
）
二
月
九
日
馬
海
峡
な
ど
に
、
機
雷

か
ら
八
月
一
日
ま
で
六
を
敷
設
し
て
い
る
。
装

回
出
撃
し
て
通
商
破
壊
甲
巡
洋
艦
は
明
治
、
大

を
お
こ
な
い
、
五
回
ま
正
、
昭
和
と
海
防
艦
や

で
対
馬
海
峡
海
域
で
活
敷
設
艦
、
練
習
艦
と
し

動
し
て
い
る
。
て
生
き
残
っ
た
も
の
が

明
治
三
十
七
年
六
月
多
い
。
日
本
軍
艦

十
五
日
、
朝
鮮
半
島
に
一

0
0

選
野
沢
正
、

む
か
う
陸
軍
の
輸
送
船
日
本
軍
艦
物
語
木
俣

「
佐
渡
丸
」
「
和
泉
丸
」
滋
郎
。
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神
苑
の
鯉
に
餌
を
や
る
ふ
た
り
ゐ
て
子
を
宿
す
ひ
と
が
も
っ
ぱ
ら
は
し
や
ぐ
一

神
苑
を
俯
轍
す
る
よ
う
な
視
線
と
描
写
で
、
写
真
の
よ
う
に
場
面
を
切
り
取
っ
た
[

L
―
首
。
四
句
は
〈
身
籠
る
人
が
〉
と
す
る
と
字
余
り
が
な
く
な
り
調
べ
が
良
く
な
る
。
[

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子
＂

さ
か
の
ぼ
る
記
憶
の
中
に
甦
る
藪
じ
ら
み
・
貧
乏
葛
吾
れ
は
兵
た
り
[

作
者
が
女
性
な
の
で
、
結
句
の
「
兵
」
に
戸
惑
っ
た
が
、
従
軍
看
[

護
婦
や
慰
問
団
な
ら
あ
り
得
る
だ
ろ
う
。
手
掛
か
り
に
な
る
言
[

葉
が
欲
し
い
が
、
行
軍
で
藪
を
歩
い
た
記
憶
か
。
[

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正
~

赤
き
カ
ン
ナ
咲
き
続
く
道
ひ
と
り
立
つ
恋
と
は
気
づ
か
ず
君
去
り
し
ま
ま
[

カ
ン
ナ
と
失
恋
の
取
り
合
わ
せ
が
効
い
て
い
る
。
現
在
の
こ
と
[

·
か
過
去
か
が
気
に
な
る
が
、
思
い
出
な
ら
上
の
旬
を
「
カ
ン
ナ
咲
一

一
く
道
に
一
人
で
立
ち
て
い
き
」
な
ど
と
し
て
は
。
i

宗
像
市
土
穴
山
本
静
子
~

家
は
そ
こ
雨
だ
走
ら
れ
ぬ
こ
の
足
の
歩
み
く
る
り
と
ぬ
れ
て
帰
り
来
i

家
が
す
ぐ
そ
こ
な
の
に
走
れ
ず
濡
れ
て
し
ま
っ
た
作
者
の
嘆
一

き
が
よ
く
分
か
る
。
言
葉
を
整
理
し
て
〈
走
ら
れ
ぬ
足
で
帰
れ
[

ば
降
り
出
し
し
雨
に
そ
ぼ
濡
る
家
は
近
き
に
〉
と
し
た
。
一

宗
像
市
多
證
早
川
祥
三

ひ
さ
か
た
の
風
が
迎
え
る
盆
帰
省
父
母
遠
く
オ
ニ
ュ
リ
の
墓
一

初
句
に
工
夫
が
あ
る
が
、
枕
詞
〈
ひ
さ
か
た
の
〉
は
風
に
使
え
る
か
ど
う
か
が
疑
問
。
一

一
〈
帰
省
せ
し
盆
の
ふ
る
さ
と
風
つ
よ
く
父
母
遠
し
オ
ニ
ユ
リ
の
墓
地
に
〉
と
し
て
み
た
。
[

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子
一

久
に
来
て
様
か
わ
り
せ
し
街
並
み
に
さ
が
せ
ど
判
ら
ぬ
買
付
け
の
店
[

意
昧
が
よ
く
分
か
り
、
共
感
で
き
る
歌
。
初
句
の
〈
久
に
〉
に
は
一

久
し
ぶ
り
の
意
味
は
無
い
の
で
注
意
を
。
し
ば
ら
く
ぶ
り
に
訪
[

ね
る
店
な
ら
買
付
け
で
は
な
く
昔
馴
染
み
で
は
。
一

口
""“i 

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日
メ
切

俳
句0

ロ

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

日
昇
る
呼
応
せ
し
ご
と
蝉
猛
る

宗
像
市
武
丸
白
土
凌
こ
よ
い

鈴
虫
の
泣
き
た
る
今
夜
秋
近
し

宗
像
市
多
證
早
川
祥

形
代
や
凪
の
池
心
を
樽
葉
守

宗
像
市
日
の
里
石
松
弘
次

空
蝉
や
大
空
仰
ぎ
果
て
に
け
り

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

「
お
茶
く
ら
ゐ
飲
ん
で
行
か
ん
ね
」
落
ち
つ
か
ぬ
共
稼
ぎ
の
娘
を
妻
は
座
ら
す

忙
し
い
日
常
を
送
る
娘
さ
ん
を
気
遣
い
、
寂
し
さ
も
感
じ
て
い

る
夫
人
が
こ
の
一
首
で
よ
く
わ
か
る
。
夫
人
の
言
葉
が
効
き
、

臨
場
感
が
あ
る
歌
。

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

津
屋
崎
の
潮
風
う
け
て
咲
く
あ
や
め
玄
海
よ
り
も
濃
紺
な
り
き

潮
風
は
花
の
色
を
濃
く
す
る
の
だ
ろ
う
か
、
美
し
い
歌
。
結
旬

は
〈
紺
色
の
濃
し
〉
に
。

宗
像
市
池
田
森
龍
子

昼
の
熱
残
る
畳
を
踏
み
て
ゆ
く
素
足
に
さ
ぐ
る
秋
の
気
配
を

皮
膚
感
覚
を
大
切
に
し
た
歌
。
朝
夕
の
涼
し
さ
を
恋
う
作
者
だ

ろ
う
。
切
れ
が
二
つ
あ
る
の
で
、
三
旬
を
〈
踏
み
な
が
ら
〉
と
し
、

四
旬
切
れ
に
し
て
は
。

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

甲
子
園
に
ひ
び
く
校
歌
は
う
る
は
し
き
故
郷
の
山
河
を
文
語
に
歌
ふ

高
校
野
球
の
楽
し
み
の
―
つ
は
高
校
の
あ
る
地
方
の
映
像
と
校

歌
。
た
い
て
い
の
校
歌
に
は
故
郷
の
美
し
い
自
然
が
詠
ま
れ
、

文
語
調
。
そ
こ
に
気
付
い
た
作
者
は
鋭
い
。

選
者
詠

十
月
の
晴
れ
た
土
曜
日
夫
と
き
て
波
止
に
陣
取
る
ひ
と
日
を
釣
ら
ん

潮
風
に
な
が
く
さ
ら
さ
れ
耳
澄
め
り
鵬
の
愛
語
き
き
わ
け
る
ま
で

住 発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

ー
計
[
口
五

り
ま
し
た
。
同
時
期
に
国
内
を
襲
っ
た
、
竜
巻
、

大
型
台
風
、
大
雨
。
沖
ノ
島
も
台
風
の
影
響
に
よ

り
、
社
務
所
は
吹
き
飛
ば
さ
れ
る
か
の
ご
と
く
、

轟
々
と
風
を
受
け
、
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
な

い
、
自
然
の
脅
威
を
身
を
以
て
体
感
し
ま
し
た
▼

近
年
異
常
な
ま
で
に
猛
威
を
奮
う
自
然
、
こ
れ
は

間
違
い
な
く
現
代
の
豊
か
な
人
間
社
会
が
積
み

上
げ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
元
来
、
神
社
は
海
・
川
・

山
・
石
等
に
神
を
見
、
地
震
・
台
風
・
大
雨
・
日
照

り
な
ど
自
然
災
害
の
鎮
め
の
祈
り
か
ら
生
ま
れ

て
き
た
も
の
で
あ
る
。
抗
い
よ
う
の
な
い
自
然

災
害
に
「
畏
怖
」
し
、
豊
か
な
恵
み
に
は
「
感
謝
」
を

捧
げ
て
き
た
の
で
あ
る
マ
全
国
各
地
で
は
実
り

の
秋
、
こ
の
時
期
、
収
穫
に
感
謝
す
る
祭
り
が
行

わ
れ
、
当
大
社
で
も
五
穀
豊
穣
、
大
漁
を
祈
り
感

謝
す
る
秋
季
大
祭
（
田
島
放
生
会
）
が
十
月
＿
ー

三
日
の
間
行
わ
れ
る
て
収
穫
、
実
り
に
あ
ふ
れ
る

秋
、
豊
か
な
恵
へ
の
「
感
謝
」
だ
け
で
は
な
く
「
畏

怖
」
の
念
も
改
め
て
思
い
起
し
て
頂
き
た
い
。
（
鈴
）

所
〒
八
―

-
I
三
五
0
五

福
岡
県
宗
像
市
田
島
二
三
三
一

電
話
（

O
九
四
0
)六
二
—
一
三
―
一
（
代
）

発
行
人
葦
津
幹
之

編
集
人
大
塚
宗
延
・
鈴
木
祥
裕

制
作
•
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ゼ
ネ
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ア
サ
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毎月 1 日発行
定価 1 年送料共 1,000円

1~3 日 秋季大祭
............................. 

っ● なみ

15日月次祭
午前10時～
高宮祭、第二宮・第三宮祭

午前 11 時～
総社祭、豊栄舞奉奏
................................................. 

17日表千家献茶祭
午前11 時～
........................................ 

【大島・中津宮】
19 日沖・中両宮秋季大祭
午前9時～
沖津宮大祭

午前11 時～
中津宮大祭




